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研究成果の概要（和文）： 
仮想社会実験を行うシステムとして、SNS に Wiki 機能、SNS 内アンケート作成機能、

活性化実験機能、汎用的な組み合わせ実験機能等を追加したシステムを構築した．SNS の
活性化条件を求める等の理論的結果を得た．また、実験によって、SNS 上の特殊な活性化
のポイント制が有効である事、長期的人間関係の派生効果による短期的人間関係における
協力の発生等を確認した．さらに、アンケート調査によって SNS 上の活動と通常の人付
き合いの関係を検証した． 
 
研究成果の概要（英文）： 

As a platform of a virtual society experiment, we built a system of social networking, 
and added the functions of wiki, online questionnaire, vitalization experiments and 
matching experiments. We obtained some theoretical results, such as, the condition 
under which vitalization of the SNS occurs. 

On the other hand, from our experimental results, we confirmed that the specific 
point system which we constructed is effective for vitalization of SNS, and that 
long-term relationship can induce cooperative action between people with short-term 
relationship. Moreover, by survey we investigated the connection between activity in 
SNS and ordinal human relationship. 
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１．研究開始当初の背景 
人々の長期的人間関係から生まれる社会

関係資本が注目され、論文数も飛躍的に増大

していた．一方、実験室実験が社会科学の中
でも重要な手法としての地位を確立してき
ていた． 

機関番号：24403 

研究種目：新学術領域研究(研究課題提案型) 

研究期間：2008～2011   

課題番号：20200042 

研究課題名（和文） 実験室実験と仮想社会実験による制度分析 

                     

研究課題名（英文） Institutional Design using virtual society  and laboratory 

experiments 

 

研究代表者 

 七條 達弘（SHICHIJO  TATSUHIRO） 

大阪府立大学・経済学部・准教授 



 また、mixi 等の SNS が会員数を急激に伸
ばし、一般の学生が SNS の機能に慣れてい
る状況になっていた．これにより、SNS を長
期的人間関係に関連する実験を行う土台と
して利用する事が可能になっていた． 
 
２．研究の目的 
 第一の目的は、新しい実験環境として仮想
社会実験を行うシステムを作る事である．現
実の世界にある長期的人間関係を反映させ、
現実に近い状況下で実験を行うためである． 
第二の目的は、ネットワーク外部性がある

財の理論モデルを拡張させたモデルを作成
し、ネットワーク外部性がある SNS 上で実
験を行う事である．電気自動車等ネットワー
ク外部性がある財で普及が望まれている財
があるため効率的な普及促進策が必要であ
り、また、仮想社会における実験により、普
及促進策の頑健性の確認ができると期待さ
れるからである． 

第三の目的は、長期的人間関係に関する理
論を構築し、実験によって検証することであ
る． 
 
３．研究の方法 
 (1)仮想社会実験に用いる SNS を利用した
システムを構築した．通常の SNS に Wiki 機
能、アンケート作成機能、活性化実験機能を
追加した．さらに、様々なマッチング実験に
利用できる PHPで書かれた汎用的なクラスを
作成した．被験者となる学生の登録者は、500
人以上となった． 
 (2)SNS の理論は、Gale(1995)のモデルを元
に、行動の不可逆性の仮定を取り除いてモデ
ル化した．効用関数の形状は特定せず、比較
的一般的な条件の下で定理を導くというア
プローチをとった．長期的人間関係に関する
理論は、繰り返し囚人のジレンマゲームの理
論を元に、プレイヤー間に「継続的に対戦す
る関係」と「１回きりのゲームを行う関係」
がある場合を考え、「継続的に対戦する関係」
によって長期的人間関係をモデル化した． 
(3)SNS と人間関係に関する社会調査も実

施した．20歳以上 60 歳以下の男女を対象と
してウェブ調査によって実施し、3096 件の有
効回答を得た． 
 
４．研究成果 
(1)SNS 活性化の理論と実験 
①SNS 活性化の理論 

SNS がネットワーク外部性をもつサービス
であることに着目し、活性化を促す制度設計
を目的とした理論を構築した． 

ネットワーク外部性のある財の理論モデ
ルについては様々な理論研究が行われてい
るが、本研究では、利用の中断や情報の価値
の劣化等、SNS に代表されるオンラインサー

ビス特有の性質を考慮して、理論モデルの構
築を行った．具体的には Gale (1995) による
ネットワーク外部性のある財に関する動的
モデルを、SNS の特性を取り入れて拡張した．
具体的には、プレイヤーの集合は潜在的利用
者全体とし、行動機会を与えられたプレイヤ
ーは SNSを利用するか利用しないかを選択す
る完全情報無限期間展開形ゲームとして定
義をした．そして、このゲームにおいて、全
員が積極的に SNSを利用する状況がマルコフ
完全均衡となるような条件を導出した． 
さらに、SNS が活発に使われる状態が社会

厚生を高めるにも関わらず、その状態が均衡
とならない場合について、普及が滞りなく進
むためのインセンティブ制度が存在するこ
とを示した． 
また、SNS の参加に際して登録情報の記入

などに時間的コストがかかることに着目し、
参加コストを取り入れたモデルを考えた．参
加コストがあるモデルについても、現在の参
加者数がわかる場合、SNS が活発に利用され
るための条件をもとめた． 
②SNS 活性化実験 
本プロジェクトで立ち上げた SNSに参加す

る学生を対象に、SNS の活性化実験を行った．
学生は、日記の作成、友人の招待、コメント
の書き込み等、SNS の活性化に貢献する各種
行動に対してポイントが付与された．不正な
ポイント稼ぎの行動を排除するため、ポイン
トの付与は、全体公開で実験者の監視が可能
な行動のみに付与し、かつ、ポイントを現金
に換算する換算レートの計算方法として、ポ
イント付与が終了しポイント稼ぎができな
い状態になった後も、全体の活性度が高い時
にのみ換金レートが高くなる仕組みを採用
した． 
実験後、SNS 上の活動データをパネルデー

タの形に整形して分析し、報酬を与えている
期間のみならず報酬付与終了後も、有意に活
動量を増加させる効果がある事が分かった． 
 
(2)人間関係のネットワークの分析 
①人間関係の成長ダイナミックスの分析 

SNS では友達関係のデータが時系列的に
得られるという長所を生かし、人間関係の成
長ダイナミックスの分析を行った．さらに、
SNS ではコミュニティの時系列データも得
られるという特徴を生かしコミュニティ形
成の分析もあわせておこなった．その結果，
ネットワーク構造の変化においては，活性化
イベントによりリンクがより密に変化し，全
体として入れ子構造が促進されている様子
が観察された．また，コミュニティ分析によ
り生成されるコミュニティを抽出した所，初
期段階では，ゼミベースであったコミュニテ
ィが，次第にコミュニティ間の結合が生まれ，
コミュニティレベルの新たなネットワーク



が形成され，全体として入れ子構造が生まれ
ることが確認された． 
②スモールワールド性の検証 
学術論文「A model of a nested small-world 

network．友知政樹．『理論と方法』 25(1) 
19-29．2010 年（査読有）」において，「スモ
ールワールド問題」に関する議論の発端とな
った Milgramらのスモールワールド実験のレ
ビューを行い，さらに Watts らのスモールワ
ールド現象のモデルと Kleinfeldのスモール
ワールド実験に対する批判の再考を通して，
知人ネットワークの新たなモデルとしてフ
ラクタルβモデルの構築を行った．階層性の
影響を受けるランダムな掛け替えを導入し
たフラクタルβモデルでは，掛け替え先のノ
ードの選択に階層性の影響を反映させてい
る．この結果，ローカルにもグローバルには
「ほぼ」スモールワールドであるという自己
相似性（入れ子構造）の特性を有した知人ネ
ットワークをシミュレーションにおいて構
築することができた．このネットワークのモ
デルは，Kleinfeld の「“lumpy oatmeal”
theory」における「いくつかのスモールワー
ルドがつながったワールド」のモデルを具現
化したものであるといえる．なお、上記の知
見を、Sunbelt XXXI International Sunbelt 
Social Network Conference（米国フロリダ
州）（2011 年）において口頭報告（学会発表）
を行った． 
③地理的距離、社会的距離のネットワーク構
造への影響分析 
学術論文「友だち関係ネットワークの階層

化とスモールワールド性の入れ子構造につ
いて―学生専用 SNSのデータ分析とモデリン
グおよびシミュレーション―．友知政樹、田
中敦、七條達弘．『理論と方法』 26(1) 83-97．
2011 年．（査読有）」において、友だち関係を
あらわす社会ネットワーク（友だち関係ネッ
トワーク）を形成する個々人間の地理的距離
や社会的距離が，ネットワークの構造に与え
る影響を実証的に検討した．「トモＣＯＭ．
ＪＰ」の SNS より得た実データから分析した
結果は，友だち関係ネットワークを形成する
個々人間の大学の違い（地理的距離もしくは
社会的距離）や学年の違い（社会的距離）が
そのネットワークの構造に階層化を与えて
いること，その結果，スモールワールドがつ
ながりスモールワールドを形成しているこ
と（スモールワールドの入れ子状態）を示唆
している．また，個々人間の地理的距離や社
会的距離が友だち関係を結ぶかどうかの判
断に影響を与えるとのシナリオのもとでモ
デルを構築し，シミュレーションを行った結
果，友だち関係ネットワークにスモールワー
ルドの入れ子構造が再現された．なお、上記
の知見を、第 7 回 ネットワーク生態学シン
ポジウム（東京工科大学）（2011 年）ならび

に第 7 回 知識科学研究科セミナー（北陸先
端科学技術大学院大学）（2011 年）において
口頭報告（それぞれ学会発表ならびに招待講
演会）を行った． 
④ネットワーク構造と SNSの活動水準の関係
の分析 
学生専用の SNSのデータと比較的小規模な

一般向けの SNS のデータを用いて，友人関係
で測られたネットワークの構造と，SNS 内で
の活動水準の関係について考察された．理論
的には，Ballester et al. (2006)で示され
たように，各主体の行動水準は Bonacich 中
心性と他者の行動の積に依存する．以上に加
え，過去の行動の慣性も考慮し，パネルデー
タを用いての推定を行った．両 SNS のデータ
においても，Bonacich 中心性は SNS 内の行動
に際して有意かつ正の関係を持つことが示
された．  
 

(3)長期的人間関係の派生効果 
長期的人間関係にある共通の知人の存在

が、短期的人間関係の間で協力を促進するデ
バイスとして機能するかどうか、つまり、長
期的人間関係の派生効果があるかどうかを
明らかにする分析を行った．想定する状況と
して、主体 Aと主体 Bの間で期限のあるビジ
ネスを行うとき、その二人が偶然出会った場
合と、共通の知人である主体 Cを仲介して知
り合った場合とで、協力率に違いが出るのか
を考えた． 
 まず、理論的に１回きりの囚人のジレンマ
ゲームであっても共通の友人にあたるプレ
イヤーの存在によって協力を選択する均衡
がある事を確かめた．その後、次のようなデ
ザインのもとで、学生の被験者を用いた実験
を行った．共通設定として、主体 A, B, C の
３者の間で囚人のジレンマゲームが行われ
る．最初に行われる主体 Aと Bの間のゲーム
は一回限りであるが、その後に行われる主体
A と C の間のゲーム、および主体 B と C の間
のゲームは、ステージ数が確率的に決まる繰
り返しゲームである．このような共通設定の
もとで、主体 Cが、主体 Aと Bの間でプレイ
されるゲームにおける行動を観察できる場
合と、観察できない場合のそれぞれについて、
実験を実施する． 
 実験の結果、明らかになったことは次の二
つである．まず、主体 Aと Bの間でプレイさ
れるゲームでの協力率は、主体 Cが、そこで
の行動を観察できる場合に、観察できない場
合よりも、有意に高くなる．また、主体 Aと
B の行動を観察できる状況での主体 C の協力
率は、主体 Aと Bの間のゲームで協力しなか
った主体に対してよりも、協力した主体に対
して、有意に高くなる． 
 以上より、共通の知人の存在が、協力促進
デバイスとして機能することが明らかにな



った． 
 
(4)共同作業実験 
学内でのディベートの準備を SNS 上でおこ
ない，そこでのコミュニケーションの量的構
造および種類とその成果について考察をお
こなった．SNS 上ではやりとりされる文字が
全て記録されること，ディベートでは対戦に
おいて各班は審判団により勝敗がくだされ，
成果が計測できること，以上がそれぞれの利
点である．はじめに，ディベート準備におけ
るグループ内の中心性(ボナチッチ中心性)
を各主体の伝達した文字量から求めた．つづ
いて，伝達された文字量に注目し，(a) より
多くの情報，(b) より平等な活動，(c)より
選択的な相手への情報発信，がディベートの
成果に対して，より望ましい効果があること
を示した．また，(d)直接ディベートとは直
接関係の無い内容の伝達も望ましい効果を
もたらした．他方で，(e) 「Copy&Paste」に
よる文字伝達はそれほど効果がない．以上の
結果は，グループ内での活動を活性化させる
に重要な，具体的要因を示している． 
 

(5)人付き合い調査 
SNS と人付き合いのウェブ調査を実施した．

まず、SNS が人づきあいのツールとして浸透
しつつあることが明らかになった．20～24 歳
では 77%、25～29 歳では 66%、40～44 歳でも、
32%は SNS を利用していた． 
さらに、SNS 利用者は、職場、近所以外の

友人が多いだけでなく、職場や近所の友人が
多い傾向がある事が分かった．また、友人関
係に質的違いもみられた． 
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〔その他〕 
本プロジェクトの成果報告を行う特別セッ
ション「社会ネットワークの動態と制御」を
行動計量学会(2010 年 9 月 22 日)で行った． 
以下の研究会を開催した 
・第１回 SNS ネットワーク分析研究会 
2010 年 5月 21日-22 日（大阪府立大学:大阪） 
・第２回 SNS ネットワーク分析研究会 
2010 年 11 月 19 日-20 日(アオッサ：福井) 
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